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【文学】 

・『「孤独の力」を抱きしめて』  落合 恵子/著    小学館         91４.6 オ 

・「この子を残して」            永井  隆/著       秋津書舎           914.6 ナ 

・「長崎の鐘」           永井 隆/著    日本ブックエース     916 ナ 

・「庭仕事の愉しみ」       ヘルマン・ヘッセ/著  草思社         944 へ 

・「わが心の故郷アルプス南麓の村」 ヘルマン・ヘッセ/著 草思社       944 へ  

【歴史】 

・「親子で楽しむ！歴史体験ミュージアム」 盛田 真央/著   朝日新聞出版  210.0 モ 

・「いま戦争と平和を語る」   半藤 一利/著     日本経済新聞出版社  210.7 ハ 

・「ヒロシマ散歩」       植野 浩/著      汐文社        217.6 ウ 

・「エリザベス」女王への道  デイヴィッド・スターキー/著  原書房         289.3 ス 

【郷土】 

・「おっしょい！山笠」  石橋清助/聞書 保坂 昇孝/著  西日本新聞社    K386.1 イ 

【社会】 

・「硝煙の向うの世界」        渡部 陽一/著   講談社      319.0 ワ 

・「平和に暮らす、戦争しない経済学」 森永 卓郎/著   アスペクト    319.8 モ 

・「仕事のムダを削る技術」   こばやし ただあき/著  ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ  336.2 コ 

【その他】 

・「韓国民芸の旅」       高崎 宗司/編著    草風館      KN750.2 タ 

・「オリンピック全大会」人と時代と夢の物語  武田 薫/著   朝日新聞社    780.6 タ 

・「驚異の古代オリンピック」   ペニー・ペロテット/著 河出書房新社    780.6 ペ 

【絵本】大人におすすめの絵本 

・「じてんしゃのへいたいさん」  アレン・セイ/さく 水田 まり/やく  新世研   E ジ 

・「せんそう」           エリック・バトゥー/作   ほるぷ出版      E セ 

 

【木簡から古代がみえる】 
木簡学会/編 

岩波書店 210.2 モ 

 最近、 太宰府の遺跡から、最古の「戸

籍」の木簡が出土しました。木簡は、ま

さしく古代史のナマの史料です。その形

や大きさ、書かれた文字などの情報か

ら、いかに秘められた古代の姿を読み解

いていくか。研究者が,その尽きないお

もしろさを語っています。 
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【少年の日の思い出】 
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ヘルマン・ヘッセ/著  

草思社 ９４３へ 

今年、ヘルマン・ヘッセ没後 50 年

です。ドイツを代表する文学者ヘッセ

の作品を読んでみませんか。少年時代

に蝶の採集に熱中した体験を反映させ

た表題作をはじめ、初期の作品を４編

収録しています。 



 

  

町立図書館の YA（ヤングアダルト）コーナーには雑誌も置いています。今年度から新し

い仲間が増えましたので、みなさんにご紹介します。 

 コバルト：Ｃｏｂａｌｔ  

恋愛・SF・ミステリーなどなど。コバルト文庫で活躍している作家さんたちの小説雑誌 

 きらら：ＱＵＩ！ＬＡ！ＬＡ！ 

日本中の書店員さんがつくるページや今、話題の作家さんが連載している新文芸誌 

※この他にも・ニュータイプ・ｋａｔｕｋｕｒａ（かつくら）・ひらがなタイムスがあります。 

 

 

平成 23 年度（平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで）によく読まれた本を紹介します。 

      書  名                        著  者               分類      貸出回数 

①   化物語 上                    西尾 維新 / 著        YA F ニ      25 回 

②   傾（ｶﾌﾞｷ）物語               西尾 維新 / 著        YA F ニ      23 回  

③   ぼくらの七日間戦争           宗田   理 / 著        YA 913 ソ   22 回 

④   映画 ROOKIES －卒業―      森田 まさのり / 原作  YA F ハ      21 回 

   バカとテストと召喚獣 7.5     井上 堅二 / 著        YA BF イ    21 回 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
毎月２3 日は「宇美町読書の日」 

【在日朝鮮人ってどんなひと？】   徐 京植：著       平凡社    ＹＡ316 ソ 
 

在日朝鮮人について、その歴史や現在をわかりやすく説明し、差別のない未来に向かってともに進んでいくにはどうすればよいかを

考える。全体像がとらえにくい現代社会の問題を、テーマごとにやさしくひも解くシリーズ。 

【心の森】              小手鞠 るい：作      金の星社    Ｊ９１３コ 

アメリカの小学校に転校した少年は、森で不思議な少女に出会う。少女の名前はデイジー。少女は何も話さないが、森の動物とふれ

合いながら、少女の優しさにひかれるようになる。楽しい日々、そして、別れ。少年の成長をみずみずしく描いた物語。 

【桐島、部活やめるってよ】    朝井 リョウ : 著      集英社     Ｆア 

バレー部の「頼れるキャプテン」桐島が、突然部活をやめた。それがきっかけで、田舎の県立高校に通う５人の生活に、小さな

波紋が広がっていく…。部活をキーワードに、至るところでリンクする５人の物語。 

今回、本を紹介した渡部 陽一さん。７月７日（土）に宇美町で「戦場からのメッセージをあなたに～ファインダー越しに見た命の

現場～」という演題で講演会のために来町されます。どのような講演会になるのか今から楽しみですね。 

H24.6 

【ぼくは戦場カメラマン】     渡辺 陽一：作    角川つばさ文庫   J070 ワ 
 

戦争や災害が起こった地域に飛び込んでゆく仕事が、戦場カメラマンです。世界で何が起こっているのかを、自分の目で確かめに

行くのです。どんなにつらく悲しい現実でも、みんなに伝えるために、シャッターを切り続ける。それが、ぼくの仕事です。 

今回は西尾維新さんの「物語シリーズ」がよく読まれていたようです。町立図書館では毎週、

新しい本が入ってきます。ぜひ一度、町立図書館をのぞきに来てください。 

ソ  キョンシク 


